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2012-13年度当クラブテーマ

『活力あるクラブ作り』

四つのテスト

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４. みんなのためになるかどうか

例会状況報告

第14回 10月9日
通算1619回

◎会員数 ７２名
◎出席規定免除者数２４名
◎出席義務者数 ４８名
◎欠席者 ７名
◎出席者 ５７名
◎出席率 ８９．０６％

第12回 9月25日
通算1617回の修正

◎会員数 ７１名
◎出席規定免除者数２４名
◎出席義務者数 ４７名
◎欠席者 ９名
◎補填者 ６＋２名
◎出席者 ５８名
◎出席率 ９５．０８％

例会プログラム

第15回 10月16日

通算1620回

１．開会の点鐘 17時30分

２．ソング

「若者たち」

３．お客様の紹介

４．会務報告

５．卓話

株式会社大和農園グループ
取締役社長 吉田 裕様

「種の世界について」

６．閉会の点鐘 18時30分

国際ロータリー第２６５０地区

ガバナー 河本 英典

Bridge the Gaps

会 長 報 告

本日持ち回り理事会で二つ承認して頂きました。

●春日若宮おん祭り保存会に継続入会で会費１万円を振り込みまし

た。

●ぼちぼち朝晩めっきり涼しくなってまいりましたので、本日でクー
ルビズは終わりまして、次週１０／１６例会よりネクタイの着用を
お願いします。

■１０月２８日開催のＩＭについて、少し説明させて頂きます。Ｉ
ＭというのはIntercity Meetingの略で、近隣都市数クラブが集まっ
て開かれるロータリーの会合で、五大奉仕のパートをカバーしつつ、

ロータリーの特徴やプログラムなどを検討する会です。クラブ会員
全員参加のこの会合の目的は、会員相互の親睦と知識を広めること

であり、更に会員にロータリー情報を伝え、奉仕の理念を勉強する
ために開催される会合です。但し、決議や決定はされません。ＩＭ
への出席はメーキャップになるとロータリーの本に載っております。

本年度の2650地区のＩＭ開催地は次の通りです。8/18京都南部地区、
京都ホテルオークラで行われました。9/8第1組滋賀県全域で、大津
プリンスホテルで行われました。9/15第5組福井県全域で、福井県

立大学で行われました。10/28第4組で奈良県全域です。今日も来ら
れています吉田さんのクラブである橿原ロータリークラブがホスト
で橿原ロイヤルホテルで行われます。11/17には最後で第2組京都北

部、サンプラザ万助（福知山）。このように、2650地区は5つのゾー

本 日 の お 客 様

●平川 泰厚 様（京都山城ＲＣ）
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ンに分かれてＩＭが開催されます。10/28の出席状態を報告致します。ＩＭ参加予定者45名、

後の懇親会には33名の方に参加して頂く予定です。そして今年度は地区研修委員会のロータ
リー情報委員会の共催で新会員セミナーが開催されるようです。2011年7月～2012年9月入会
の会員対象に開かれ、当クラブは7名の内、3名の参加出席を言われております。先ほど申し

ましたように、会員相互の親睦と知識を深める良いチャンスですので、出来るだけ多数の会
員の出席参加をお願いします。まだ人数にゆとりがありますので、出席参加出来る方は事務
局までお申し出ください。

委 員 会 報 告

親睦活動委員会：植村委員長

●来週の火曜日になりますが、県下ロータリークラブゴルフ大会がグランデージで行われま
す。参加ご予定の皆様、是非頑張って頂き、優勝を勝ち取って来て下さい。

●新入会員の森さんと小原さんの歓迎会をちょっと色々な日程で遅くなるのですが、11月20
日（火）例会後、奈良ホテルで行いたいと思います。皆様ご予定に入れて頂きますようお願
い致します。

幹 事 報 告

●先ほど増井さんからご紹介がありましたが、井上さんが明日退院されます。当分の間自宅
でご静養なさるとのことで、例会の出席はいまのところ未定でございます。

●例会変更の連絡が参っております。五條ロータリークラブ10月24日に変更するとの事です。

ビジター受付は、10月24日12：00-12：30南都銀行五条支店にて行われます。10月31日の例会
も休会で、ビジター受付は同日12：00-12：30南都銀行五条支店にて行われます。

●ロータリー希望の風奨学金、皆様に特別寄付頂きましたが、今回の新入会員小原さんの寄

付も含め、全員分送金致しましたので、ご報告致します。

●幹事報告ではございませんが、10月21日職場見学に於きまして、前回水野副委員長から報
告がありましたが、出発時間が8：00になっておりますので、是非お間違えのないようにお願

いします。

卓 話

社団法人まちづくり国際交流センター 理事長 吉田 浩巳 様

「ＮＰＯ法人の中身について」

社団法人まちづくり国際交流センター理事長をしております。

この９月から橿原ロータリークラブに入会させていただきま
した。本日は、国際交流を中心とした活動の紹介と、ＮＰＯ
法人について説明させていただきたいと思います。私は主に

国際交流を事業としておりますが、日本には、特に中国、韓
国など世界中から、様々な意義を求めて外国人の方が来られ、
そのような方個人、国というより外国の方を個々に対応しております。現在、奈良市で３千

人の方が外国人登録をされ、奈良県では１万１千人です。日本全体では平成２３年１２月末
現在、２０７万８千人です。国際結婚の割合は１５組に１人、東京では１０組に１人、配偶
者のどちらかが外国人の子供が３０人に１人、１学級に１人は外国の方を親に持つ、といい

ますのが今の日本の状況です。私はもともと市役所の職員をしておりまして、皆とボランティ
ア活動をし、社団法人をいただいて、市役所を辞めたという変わり者でございますが、ＮＰ

Ｏの中でも補助金は１円もいただいていない、健全なＮＰＯなのかなと思っております。Ｎ
ＰＯも自立しなければならないという中で、やはり自主事業が大切で、主なものは英語、中
国語、スペイン語、ポルトガル語、これら文化の理解講座を多い時には１０００人くらい受

講されまして、そういった財源を確保しながら運営しております。様々な活動の中で、留学
生の宿泊施設運営もございます。１５部屋あり、中国や韓国の方が多いですが、家賃も１万
５千円と勉強に専念してもらえるような環境を提供させていただいております。また、日本

語教室を運営し、これは２０年経ちます。試行錯誤しながら今では１４０名程、毎年様々な
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国籍の方が来られ、受講料無料、国際貢献という位置づけでさせていただいております。そ

の他、外国人の相談、今は草の根からやっていた頃から、組織的に動くように状況が変わり
ましたので、青年の海外派遣、外国青年の受け入れなどもしております。私は、毎日何カ国
もの方とお会いし、話をしますが、国際理解は本当に難しいです。私は決して理解している

とは言えません。ひとつ紹介いたしますと、橿原市内でブラジルの方の結婚式に招待され、
案内では開式１時、１０分前に到着しましたが、式が始まったのは３時、これは何か事情が
あったのかと尋ねますと、いやこれは通常通りです、２時間遅れは当たり前と言うのです。

私は日本人で時間厳守という意識が強いですから、当たり前といわれても理解ができない。
ただ理解ができなくても、国際交流をしていますとお互いの国の文化、風土、習慣、それら

を尊重し、認め、受け入れることはできる、これはやはり国際理解の第一歩ではないかと思っ
ております。また災害が起これば必ず募金活動をしておりますが、スマトラ沖の大地震があっ
た時に、中国の方、日本語教室で学んでいる方々が募金活動をしてくれました。今度は中国

の四川の大地震があった時、インドネシアの方たちが私たちも助けていただいたから、ここ
で一緒に募金活動をします、やはり世界はつながっている、そのような本当に嬉しくなるよ
うな体験もいたします。世界の食文化交流もやっておりまして、日本語を教えってもらって

いる生徒が先生となって料理を教える、先生と生徒が入れ替わっての相互交流も進めており
ます。その他キャンプですとか、エコフェスティバル、この事業はまさにＮＰＯ、企業、行
政の協働のもとに行われました。このイベントはもともとＮＰＯが実施しておりましたが、

協働を呼び掛けて実現した事業ですので紹介させていただきます。行政が単独で開催すれば
何百万とかかる事業です。イベント会場にソーラー機関車を置きました。大阪の会社のソー

ラー機関車は無料で借りられます。ただ特殊な運搬車が必要で、運搬車は２０万ほど費用が
かかり、ＮＰＯだけではお金がない、そんな中、地元の建設業協会さんにお手伝いをお願い
しました。すると運搬から実際の運転、周りの警備まで無償でお手伝いいただきました。以

前はお金がないので小学校のテントを借りていましたが、活動を見て市のテントを貸しましょ
う、ステージもこの年は市が予算計上しましょう、となりました。協働といいますのは全部
を役割分担するのではなく、それぞれの強みを生かしていく、たとえば建設業協会さんでし

たら、自分のトラックを使って運搬していただく、市には市の土地をお借りし、市の広報に
もイベント案内をしていただく、まさに信用力と発信力は市が担う、そしてステージでは、
本来セミプロのインドネシアの踊り子たちにも来ていただくのですが、日頃日本語を無料で

学んでいることもあって、ステージも無料で出演していただける、外国の方とのコミュニケー
ション、つながりなどＮＰＯの持つ強みがあり、このように市は市の強み、企業は企業の強

み、そういうものを出し合いますと、このイベントも５０００人程来ていただきましたが、
かかった費用は６０万円くらい、少しの予算でたくさんの人が集まる事業ができました。Ｎ
ＰＯとＮＧＯがあります。非営利組織、非政府組織ですが、どちらを強調するかということ

だけで基本的に同じような組織です。アメリカでは労働人口の約１０％がＮＰＯで働いて、
しかも生活ができるという状況です。日本ではＮＰＯ、ＮＧＯともに大変で、会費、寄付金、
委託料、補助金などが主な収入になります。地域づくりをしていますと行政には限界がある

と思います。１９９５年の阪神淡路大震災の時、３カ月で１５００億の寄付が集まり、たく
さんの方がボランティア活動をしました。例えばパンの配給がありまして、５００人集まっ
ているところに２００個しかない、行政では不公平になりますから配れません。そこでＮＰ

Ｏの方が、パンは自由にとってください、ただ自分より必要な方がおられたら分けてくださ
い、そのような一言があって、半分に分けたりお年寄りに譲ったりして、結局そのパンは活
かされた、そのような事例もあって、行政の役割、ＮＰＯの役割、そのようなことが言われ

るようになりました。現在、全国でＮＰＯ法人は４万６千、奈良県では４４４、解散が奈良
県では２１、全国では５７６８という状況です。その中で奈良県の３５３団体の実態調査を

しましたところ、連絡が取れない、活動停止中が約３割ありました。内閣府調査では、二つ
の県以上にまたがっている団体で連絡が取れない、活動停止中が６割、奈良県にも５５の事
務所がありますが、そのうちの６割で活動実態がない、といった状況です。ＮＰＯの活動の

主要目的は保険医療、福祉、これが３５％、次にまちづくり、さらに学術、文化、芸術、ス
ポーツの振興と続いております。予算は、１０万円未満のＮＰＯ法人が２４％、５０万円ま
でが５４％と、半分以上が年間予算５０万円以下といいますのが実態です。事務所も、ある

と答えた人でも個人宅が多く、信用性は担保できるのか疑問です。３分の２は常駐スタッフ
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ニコニコ箱 本日計 52,000円 累計 938,000円

楠原忠夫 君 吉田様 本日の卓話宜しくお願いします。
橋本和典 君 爽やかな秋の一日 奈良公園に赴き能を鑑賞してきました。道中、妻の和服

姿が秋の気配になじんでちょっぴりロマンチックな風情を楽しんできました
。もうたそがれ夫婦です。

福本良平 君 吉田理事長 本日の卓話ありがとうございます。
高木伸夫 君 山中伸弥教授のノーベル賞受賞に感動しております。また、受賞に当たっ

ての言葉が「感謝」と「責任」！！我々も常に持たなければならないもの
と改めて教えられました。

小西敏文 君 一生に一度はプレーしたかったセントアンドリュース・オールドコース快
晴の下楽しくラウンドしてきました。武藤さん、中條さん、西口さん、大
変お世話になりました。良い思い出を作っていただき有難うございました
。中條さん、手術が成功します様心から心からお祈りしております。

潮田悦男 君 ひさしぶりに、リラックスした日曜日をすごせました。
増井義久 君 井上直前会長より、明日退院の連絡が有りました。これでひと安心です。

奈良古典芸能フェスティバルが10月29・30日薬師寺で奉納歌舞伎が行われ
ます。ＲＣ優先チケットが有りますのでご案内させていただきます。連続
欠席のみな様土産ばなし、楽しみにしています。

中村信清 君 中條さんの顔を見て
西口栄一 君 連続欠席のおわびに
中條章夫 君 ２週欠席のおわびに
武藤廣茂 君 連続欠席のおわび
矢追家麻呂君 中條さんとニコニコ協力
有井邦夫 君 ニコニコ協力
多田 実 君 ニコニコ協力
森山斗福 君 ニコニコ協力
山本尚永 君 ニコニコ協力
堀内眞治 君 ニコニコ協力

次週の例会 平成２４年１０月２１日（日）
移動例会：京都職場見学

●会報・IT委員会/中奥雅巳 冨川悟 平方貴之 webmaster/中奥雅巳

がおらず、常駐スタッフがいる中でも就業規則は半分くらいしか整備されていない、ｅメー

ルを使いこなせないというのも１６％、ホームページも持っていない、ＮＰＯ法人にとって
情報発信は生命線でありますが、何をしているのかわからない、というところもあります。
現在、私は寄付文化を醸成していこうと奈良県と活動しておりますが、いくつかの業績のい

い企業さんから寄付をしたい、しかしどこに寄付をしていいのかわからない、そのような声
をお聞きします。そこで奈良県と一緒にＮＰＯの自己評価指標を作らせていただき、今後そ

れを公表していく、その中には、経済界、中小企業代表、自治会、自治連合会会長、大学の
教員、コンサルタント、様々な分野のＮＰＯ法人、市町村、県、行政の方が入って、基本指
標３７項目とチャレンジ指標＝ＮＰＯ法人が本来あるべき姿を作って、ＮＰＯを評価させて

いただくことによって、素晴らしいＮＰＯはどんどん公表していく、ダメなＮＰＯは素晴ら
しい基準に達してもらうように努力をしていただく、そのような活動をしております。ＮＰ
Ｏ法人も様々です。できたばかりのＮＰＯもあれば、本当に行政とパートナーとなって、税

金を使って役割分担をする、専門性を生かして役割分担をするＮＰＯもあります。その辺も
行政の方に見極めていただき、また企業の方にも素晴らしいところにはどんどん寄付をして
いただきたいと思います。新しく何かを興すのが難しい時代、企業の方が会社の中で社会貢

献をしていくということも、これからの方向性ではないかと思っております。

例会変更のお知らせ

１０ 月
■橿原ロータリークラブ■
・１０月２６日（金）・・・１０月２８日（日）に変更。
※ビジター受付は１０月２６日(金)12：00～12：30
橿原ロイヤルホテルフロント横にて行います。


